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(57)【要約】
　水中油型エマルションＡおよび水中油型エマルション
Ｃを含んでなるヘアケア製品であって、エマルションＡ
は、７．０より大きく１２．０までのｐＨ値を有し、ａ
１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ、および
ａ２）少なくとも１つのアミノ官能化シリコーンＡを含
み；ならびにエマルションＣは、２．０～７．０未満の
ｐＨ値を有し、ｃ１）少なくとも１種のカチオン性界面
活性剤Ｃ、ここで界面活性剤Ａおよび界面活性剤Ｃは互
いに同一でも異なっていてもよい、およびｃ２）少なく
とも１種のシリコーンＣ、ここで、シリコーンＣおよび
アミノ官能化シリコーンＡは互いに同一でも異なってい
てもよい、を含み、エマルションＡとエマルションＣは
、使用前に互いに分離されている、ヘアケア製品が提供
される。また、前記ヘアケア製品を用いる毛髪をケアす
るための方法も提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中油型エマルションＡおよび水中油型エマルションＣを含んでなるヘアケア製品であ
って、
　エマルションＡは、７．０より大きく１２．０まで、好ましくは７．５～９．８のｐＨ
値を有し、
　ａ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ、および
　ａ２）少なくとも１つのアミノ官能化シリコーンＡ
を含み；ならびに
　エマルションＣは、２．０～７．０未満、好ましくは３．０～５．５のｐＨ値を有し、
　ｃ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃ、ここで界面活性剤Ａおよび界面活性
剤Ｃは互いに同一でも異なっていてもよい、および
　ｃ２）少なくとも１種のシリコーンＣ、ここで、シリコーンＣおよびアミノ官能化シリ
コーンＡは互いに同一でも異なっていてもよい
を含み、
　エマルションＡとエマルションＣは、使用前に互いに分離されている、ヘアケア製品。
【請求項２】
　成分ａ１）および成分ｃ１）が、互いに独立して、第４級アンモニウム化合物から選択
され、好ましくは第４級アンモニウムハライド、エステルクワットおよびそれらの任意の
組み合わせから選択され、
　より好ましくは、成分ａ１）および成分ｃ１）が、互いに独立して、１～３個のＣ１２
－Ｃ２２アルキルを有する第４級アンモニウムハライドから選択される、請求項１に記載
のヘアケア製品。
【請求項３】
　成分ａ２）がアモジメチコンおよびその誘導体から選択され、好ましくはアモジメチコ
ン、ビス（Ｃ１３－１５アルコキシ）ＰＧアモジメチコン、ビス－ヒドロキシ／メトキシ
アモジメチコン、アミノプロピルフェニルトリメチコン、アミノプロピルジメチコン、ビ
スアミノＰＥＧ／ＰＰＧ－４１／３アミノエチルＰＧ－プロピルジメチコン、およびカプ
リリルメチコン、ならびにそれらの任意の組み合わせから選択される、請求項１または２
に記載のヘアケア製品。
【請求項４】
　成分ｃ２）が成分ａ２）とは異なり、成分ｃ２）が、ジアルキルポリシロキサン；メチ
ルフェニルポリシロキサン；環状シリコーン；アミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリ
エーテル－、エポキシ－、フッ素－、グリコシド－およびアルキル－変性シリコーン化合
物；アルキルオキシル化シリコーン；それらの誘導体およびそれらの任意の組み合わせか
ら選択され、好ましくはジアルキルポリシロキサン、より好ましくはジメチコンから選択
される、請求項１～３のいずれかに記載のヘアケア製品。
【請求項５】
　エマルションＡが、エマルションＡの総量１００重量％に基づいて、
　０．１～１０．０重量％、好ましくは１．０～５重量％の成分ａ１）および、
　０．１～２０重量％、好ましくは１．０～１０重量％の成分ａ２）
を含む、請求項１～４のいずれかに記載のヘアケア製品。
【請求項６】
　エマルションＣが、エマルションＣの総量１００重量％に基づいて、
　０．１～１０重量％、好ましくは０．１～５．０重量％の成分ｃ１）および、
　０．１～２５重量％、好ましくは０．１～１０．０重量％の成分ｃ２）
を含む、請求項１～５のいずれかに記載のヘアケア製品。
【請求項７】
　エマルションＡおよびエマルションＣが、互いに独立して、少なくとも１種の増粘剤お
よび／または少なくとも１種のエモリエントをさらに含んでなる、請求項１～６のいずれ
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かに記載のヘアケア製品。
【請求項８】
　使用前にエマルションＡおよびエマルションＣから分離されたさらなる成分をさらに含
み、前記さらなる成分が、水中油型エマルション、水溶液、スプレー、ヘアムース、ヘア
ゲルまたはヘアワックスの形態のヘアケア物質である、請求項１～７のいずれかに記載の
ヘアケア製品。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載のヘアケア製品を用いる毛髪をケアするための方法であ
って、
　工程ａ）エマルションＡを毛髪に塗布すること、
　工程ｂ）毛髪を洗浄すること、および
　工程ｃ）エマルションＣを毛髪に塗布すること
をこの順に含む方法。
【請求項１０】
　工程ａ）と工程ｂ）の間に工程ｉ）：毛髪にさらなる成分を塗布することをさらに含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　工程ｃ）の後に毛髪を洗浄する、請求項９または１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘアケア製品およびそれを用いた毛髪をケアするための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　環境の影響（例えば、熱、日光および風など）や繰り返される毛髪処理（例えば、カラ
ーリング、ブリーチおよびパーマなど）により、毛髪は過敏になり、もろくなる。その結
果、損傷したキューティクルが広がり、膨張し、コルテックスが露出したままになる。し
たがって、損傷した毛髪を修復する、特に、元来直毛で硬いアジア人の高度に損傷を受け
た毛髪の調子を整えるためのヘアケア製品およびヘアケア方法に対する需要が高まってい
る。
【０００３】
　ＣＮ１０１４３３５０１Ａは、化粧品として許容される媒体中に１種以上の還元剤を含
むアルカリ性組成物を毛髪に塗布し、毛髪をすすぎ、次いで、化粧品として許容される媒
体中に１種以上のセラミドを含む酸性ｐＨを有する組成物を毛髪に塗布し、最後に毛髪を
再度すすぐことを含む毛髪の処理方法を開示する。
【０００４】
　ＷＯ２０１２０２５６１５Ａ２には、毛髪に下記組成物：弱アルカリ性水性組成物；４
級化加水分解ケラチン、加水分解ケラチンおよびケラチンアミノ酸を含む組成物；カチオ
ン性界面活性剤を含み、弱酸性のｐＨを有するシャンプー組成物、を順に塗布する毛髪の
処理方法が記載されている。しかしながら、この方法は、シャンプー後のヘアケアを提供
する代わりに、毛髪をシャンプーすることを目的としている。また、この文献で用いられ
る組成物は、比較的長い保持時間および高温を必要とし、これは時間がかかり、面倒で不
便である。
【０００５】
　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ（Ｗｉｌｆｒｉｅｄ　Ｕｍｂａｃ
ｈ著、Ｅｌｌｉｓ　Ｈｏｒｗｏｏｄ、１９９１年、１９９頁、セクション「ヘアケア用化
粧品調製物」）は、毛髪を洗浄するために石鹸を使用した後、石鹸フィルムを除去し、毛
髪表面を滑らかにするために酸性調製物を洗浄後トリートメントとして利用することを提
案している。しかしながら、この方法は、特に寒く乾燥した気候において静電気に関する
課題に直面している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】中国特許出願第１０１４３３５０１号明細書
【特許文献２】国際公報第２０１２／０２５６１５号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、高度に損傷した毛髪の調子を整え、乾燥した毛髪に帯電防止制御、柔軟性
、滑らかさおよび潤いなど所望の特性を付与する製品および方法に対する要求が依然とし
て存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは鋭意検討した結果、新規のシャンプー後ヘアケア製品およびヘアケアのた
めの多段階方法を開発した。本発明者らは、驚くべきことに、本発明の製品および方法が
、（例えばパーマやカラーリング後の）高度に損傷した毛髪を修復および再生し、毛髪の
水分を回復させ、毛髪のキューティクルを滑らかにし、光沢感を有しながら毛髪に柔らか
く絹のような感触を残すことを見出した。
【０００９】
　本発明の一態様において、水中油型エマルションＡおよび水中油型エマルションＣを含
んでなるヘアケア製品であって、
　エマルションＡは、７．０より大きく１２．０まで、好ましくは７．５～９．８のｐＨ
値を有し、
　ａ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ、および
　ａ２）少なくとも１種のアミノ官能化シリコーンＡ
を含み；ならびに
　エマルションＣは、２．０～７．０未満、好ましくは３．０～５．５のｐＨ値を有し、
　ｃ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃ、ここで界面活性剤Ａおよび界面活性
剤Ｃは互いに同一でも異なっていてもよい、および
　ｃ２）少なくとも１種のシリコーンＣ、ここで、シリコーンＣおよびアミノ官能化シリ
コーンＡは互いに同一でも異なっていてもよい
を含み、
　エマルションＡとエマルションＣが、使用前に互いに分離されている、ヘアケア製品が
提供される。
【００１０】
　別の態様において、本発明のヘアケア製品を用いる毛髪をケアするための方法であって
、
　工程ａ）エマルションＡを毛髪に塗布すること、
　工程ｂ）毛髪を洗浄すること、および
　工程ｃ）エマルションＣを毛髪に塗布すること
をこの順に含む方法が提供される。
【００１１】
　場合により、工程ａ）と工程ｂ）の間に工程ｉ）：毛髪にさらなる成分を塗布すること
が実施される。場合により、工程ｃ）の後に毛髪を洗浄する。
【００１２】
　驚くべきことに、本発明者らは、本発明の製品および方法が、家庭またはヘアサロンな
どの美容院における使用または実施に便利であり、例えば、乾燥した毛髪に所望の帯電防
止制御、柔軟性、滑らかさおよび潤いを付与することにより毛髪特性を著しく改善するこ
とを見出した。
【００１３】
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　本発明のこれらのおよび他の特徴、態様および利点は、添付の図面と共に以下の好まし
い実施態様の説明から当業者に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の一実施態様によるヘアケア方法の概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本開示において、他に示されない限り、すべての科学用語および技術用語は、当業者に
知られているものと同じ意味を有するものとする。矛盾が生じる場合は、本発明で規定さ
れた定義が用いられるべきである。
【００１６】
　他に特定されない限り、本明細書におけるパーセンテージ、部および比率はそれぞれ、
各エマルションの重量に基づく。
【００１７】
　他に特定されない限り、本明細書におけるすべての数値範囲は、両方の端点および前記
数値範囲内に入る任意の数および部分的な範囲を含むことを意図する。
【００１８】
　すべての物質、方法および実施例は、説明の目的のために提示されており、したがって
、特に明記しない限り、本発明の限定として解釈されない。
【００１９】
　一般に、ヘアケア分野で使用される原料、特に工業的規模で製造される原料の化学組成
および成分含有量は、通常、必須成分およびその近似量を表すことを意図しているので、
許容誤差が存在する。
【００２０】
　本明細書において、用語「含む」は、最終効果に影響を与えない他の工程および他の成
分が含まれ得ることを意味する。この用語は、「からなる」および「本質的にからなる」
という用語を包含する。本発明の製品および方法は、本明細書に記載される本発明の必須
の技術的特徴および/または制限、ならびに本明細書に記載される任意の追加のおよび/ま
たは任意の成分、構成要素、工程、または制限を含むことができ、それらからなり、また
それらから本質的になることができる。
【００２１】
　本明細書において、構成要素および工程を互いに区別するために使用される数字または
文字（Ａ、Ｃ、Ｉ；ａ、ｂ、ｃ；ａ１、ａ２、ｃ１、ｃ２、ｉ１、ｉ２；またはその他）
は、それら自体は、工程を実施するいかなる特定の順序も暗示するものではない。
【００２２】
　本明細書において、用語「ジメチコン」とは、一般にシリコーンオイル（重合シリコー
ン）の一種として公知であるジメチルポリシロキサンまたはポリジメチルシロキサンを意
味する。
【００２３】
　本明細書において、用語「アモジメチコン」は、アミノ官能基で末端ブロックされたシ
リコーンポリマーを意味する。
【００２４】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００２５】
　＜ヘアケア製品＞
　本発明のヘアケア製品は、少なくとも、１つのアルカリ性水中油型エマルションＡと酸
性水中油型エマルションＣとを含み（ここで、使用前にエマルションＡとエマルションＣ
は互いに分離されている）、一般的に酸性またはアルカリ性または中性のいずれかの均一
なｐＨ値を有する均一組成物の形態をとる市販のヘアケア製品と区別される。
【００２６】
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　具体的には、エマルションＡのｐＨ値は、毛髪のキューティクルを開き、毛髪コンディ
ショニング成分を毛髪のコルテックス中に深く浸透させることができるよう、アルカリ性
範囲、好ましくは弱アルカリ性の範囲にある。エマルションＣのｐＨ値は、毛髪のキュー
ティクルを閉じ、毛髪コンディショニング成分および水分を閉じ込めるために、酸性範囲
、好ましくは弱酸性の範囲にある。したがって、本発明の製品は、同様の成分を有する市
販のヘアケア製品と比較して、ヘアコンディショニング効果を著しく改善することができ
る。
【００２７】
　＜エマルションＡ＞
　水中油型エマルションＡは、７．０より大きく１２．０までの、好ましくは７．５～９
．８のｐＨ値を有し、ａ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ、およびａ２）少
なくとも１種のアミノ官能化シリコーンＡを含む。
【００２８】
　好ましくは、エマルションＡは、少なくとも１種の増粘剤および／または少なくとも１
種のエモリエントをさらに含み、より好ましくは、増粘剤およびエモリエントの両方を同
時に含む。
【００２９】
　エマルションＡは、必要に応じて、上記成分ａ１、成分ａ２、増粘剤およびエモリエン
ト以外に種々の添加剤を含んでいてもよい。エマルションＡの残部は、水、特に鉱水であ
ってもよい。添加剤は、ヘアケアまたはパーソナルケア分野において公知であり、それら
の含量は、実際の要求に応じて適当に調整することができる。添加剤の非限定的な例は、
添加剤がエマルションＡの必須成分と化学的および物理的に適合性であり、また、エマル
ションＡの製品性能、審美性または安定性を過度に損なわないという条件で、損傷した毛
髪に所望する特性を付与し得る防腐剤、湿潤剤、植物抽出物、毛髪固定剤、安定剤、毛髪
染料および溶媒である。
【００３０】
　＜成分ａ１）：少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ＞
　本発明のエマルションＡは、少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａを含んでいてよ
い。カチオン性界面活性剤Ａは、毛髪に柔軟性および帯電防止効果をもたらし得る。同時
に、カチオン性界面活性剤Ａは、乳化剤および防腐剤としても機能する。
【００３１】
　本発明に用いられるカチオン性界面活性剤Ａとしては、特に限定されず、ヘアケアまた
は他のパーソナルケアに用いられるために公知のカチオン性界面活性剤を用いることがで
きる。カチオン性界面活性剤Ａの代表的な例には、第４級アンモニウム化合物、特に第４
級アンモニウムハライド、エステルクワットおよびそれらの任意の組み合わせが挙げられ
る。
【００３２】
　カチオン性界面活性剤Ａは、好ましくは、１～３個のＣ１２～Ｃ２２アルキルを有し、
ハロゲン化物がフッ化物、塩化物、臭化物およびヨウ化物を含む、第４級アンモニウムハ
ライドから選択され得る。第４級アンモニウムハライドの分子中により多くのアルキル鎖
が含まれていると、良好なコンディショニング効果が達成できることはよく知られている
。しかしながら、界面活性剤は、アルキル鎖の数の増加と共により高価になる。カチオン
性界面活性剤Ａの具体例としては、ベヘントリモニウムクロリド、ステアルトリモニウム
クロリド、セトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウムブロミド、ステアルトリモニウ
ムブロミド、セトリモニウムブロミドおよびそれらの任意の組み合わせが挙げられる。
【００３３】
　本発明のエマルションＡにおいて、上記カチオン性界面活性剤は、単独で用いてもよく
、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３４】
　エマルションＡは、エマルションＡの総量１００重量％に基づいて０．１～１０重量％
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の、好ましくは１～５重量％の成分ａ１）を含むことができる。
【００３５】
　＜成分ａ２）少なくとも１種のアミノ官能化シリコーンＡ＞
　本発明のエマルションＡは、少なくとも１種のアミノ官能化シリコーンＡを含んでいて
よい。成分ａ２は、少なくとも１つのアミノ基を含んでいるため、追加のｐＨ調整剤を用
いることなくエマルションＡを所望のアルカリ性ｐＨ値に有利に調整する。もちろん、必
要に応じて少量のｐＨ調整剤を適宜添加してもよい。また、アミノ官能化シリコーンＡは
、外層のキューティクルを滑らかにし、毛髪を滑らかで光沢に見せる。さらに、アミノ官
能化シリコーンＡは、毛髪との優れた親和性を有する。
【００３６】
　本明細書において、用語「アミノ官能化シリコーン」は、少なくとも１つの１級アミノ
基、２級アミノ基、３級アミノ基および／または４級アンモニウム基を含むシリコーンを
意味する。アミノ官能化シリコーンの構造は、直鎖状または分枝状、環状または非環状で
あり得る。アミノ官能基は、シリコーン分子中のいずれの位置にあってもよく、好ましく
は（例えば、アモジメチコンの場合）主鎖の末端におよび／または側鎖に位置していてよ
い。
【００３７】
　アミノ官能化シリコーンの非限定的な例としては、アモジメチコンおよびそれらの誘導
体が含まれ、好ましくは、アモジメチコン、ビス（Ｃ１３－１５アルコキシ）ＰＧアモジ
メチコン（すなわち、ビス（Ｃ１３～Ｃ１５アルコキシ）プロピレングリコールアモジメ
チコン）、ビス－ヒドロキシ／メトキシアモジメチコン、アミノプロピルフェニルトリメ
チコン、アミノプロピルジメチコン、ビスアミノＰＥＧ／ＰＰＧ－４１／３アミノエチル
ＰＧ－プロピルジメチコン（すなわち、ビスアミノポリエチレングリコール／ポリプロピ
レングリコール－４１／３アミノエチルプロピレングリコール－プロピルジメチコン）、
およびカプリリルメチコンおよびそれらの任意の組み合わせが挙げられる。アミノ官能化
シリコーンは、例えば、市販の製品ＸＦ４９－Ｃ１１０９－１８Ｋ（製造元：ＭＯＭＥＮ
ＴＩＶＥ）およびＸＦ－４２－Ｂ１９８９（製造元：ＭＯＭＥＮＴＩＶＥ）であってもよ
い。
【００３８】
　本発明のエマルションＡにおいて、上記アミノ官能化シリコーンは、単独で、または２
種以上を組み合わせて用いることができる。大部分のアモジチコンは高い粘度を有するの
で、使用前または販売前にシリコーン混合物を形成するために、これらは通常シクロメチ
コン（すなわち環状ジメチコン）またはジメチコンに溶解される。あるいは、アミノ官能
化シリコーンは既にエマルションの形態であってもよい。アミノ官能化シリコーンの名称
は、必須成分を表すことを意図しており、特に工業的に製造された製品に関しては、当業
者により通常考慮される逸脱を含む。
【００３９】
　エマルションＡは、エマルションＡの総量１００重量％に基づき０．１～２０重量％の
、好ましくは１．０～１０重量％の成分ａ２）を含み得る。
【００４０】
　＜エマルションＣ＞
　水中油型エマルションＣは、２．０～７．０未満、好ましくは３．０～５．５のｐＨ値
を有し、ｃ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃ（ここで、界面活性剤Ａおよび
界面活性剤Ｃは、互いに同一でも異なっていてもよい）と、ｃ２）少なくとも１種のシリ
コーンＣ（ここで、シリコーンＣとアミノ官能化シリコーンＡは互いに同一でも異なって
いてもよい）を含む。
【００４１】
　エマルションＣに酸性ｐＨ値を付与するために、少量のｐＨ調整剤を適宜加えてもよい
。
【００４２】
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　好ましくは、エマルションＣは、少なくとも１種の増粘剤および／または少なくとも１
種のエモリエントをさらに含み、より好ましくは、増粘剤およびエモリエントの両方を同
時に含有する。
【００４３】
　エマルションＣは、必要に応じて、上記成分ａ１、成分ａ２、増粘剤およびエモリエン
ト以外の種々の添加剤をさらに含んでいてもよい。エマルションＣの残部は、水、特に鉱
水であってもよい。
【００４４】
　追加の添加剤の種類および要件は、エマルションＡについて上記で特定されたものと同
一である。
【００４５】
　＜成分ｃ１）：少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃ＞
【００４６】
　本発明のエマルションＣは、少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃを含んでいてよ
い。カチオン性界面活性剤Ｃは、毛髪に柔軟性および帯電防止効果をもたらし得る。同時
に、カチオン性界面活性剤Ｃは、乳化剤および防腐剤としても機能する。
【００４７】
　カチオン性界面活性剤Ｃの種類および要件は、カチオン性界面活性剤Ａについて上記で
特定されたものと同一である。カチオン性界面活性剤Ｃがカチオン性界面活性剤Ａと異な
る場合、複合されたヘアケア効果を達成することができる。カチオン性界面活性剤Ｃがカ
チオン性界面活性剤Ａと同一である場合、最終的なヘア製品の製造は、簡便であり、コス
ト効率がよい。
【００４８】
　本発明の一実施態様において、水中油型エマルションＣは、エマルションＣの総量１０
０重量％に基づき０．１～１０重量％の、好ましくは０．１～５．０重量％の成分ｃ１）
を含む。
【００４９】
　＜成分ｃ２）少なくとも１種のシリコーンＣ＞
　本発明のエマルションＣは、少なくとも１種のシリコーンＣを含んでいてもよい。シリ
コーンＣは、外層のキューティクルを滑らかにし、毛髪を滑らかで光沢に見せる。
【００５０】
　エマルションＣの必須成分と化学的および物理的に適合性である限り、ヘアケアまたは
パーソナルケア製品に使用するために当該分野で公知の任意のシリコーンを使用すること
ができる。
【００５１】
　アミノ基はエマルションにアルカリ性のｐＨ値を付与する傾向にあるため、成分ｃ２は
好ましくはアミノ基を含まない。また、アミノ官能化シリコーンは、単独で、またはアミ
ノ基を含まないシリコーンと組み合わせて使用することもできる。成分ｃ２にアミノ官能
化シリコーンが含まれる場合には、適当なｐＨ調整剤を適量用いてｐＨ値を調整すればよ
い。
【００５２】
　シリコーンＣの非限定的な例としては、ジアルキルポリシロキサン；メチルフェニルポ
リシロキサン；環状シリコーン；アミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリエーテル－、
エポキシ－、フッ素－、グリコシド－およびアルキル－変性シリコーン化合物；アルキル
オキシル化シリコーン；それらの誘導体およびそれらの任意の組み合わせが挙げられ、好
ましくは、ジアルキルポリシロキサン、より好ましくはジメチコン（すなわちジメチルポ
リシロキサン）から選択される。適当なシリコーンは、例えば、市販の製品ポリジメチル
シロキサン６００００ｃＳｔ（製造元：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）、ＫＦ－９００８（製
造元：信越）、ＤＣ１５０１（製造元：Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）およびシクロメチコン
（製造元：Ｄｏｗ　ｃｏｒｎｉｎｇ）であってもよい。



(9) JP 2017-519005 A 2017.7.13

10

20

30

40

50

【００５３】
　本発明のエマルションＣは、上記シリコーンを単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。シリコーンの名称は必須成分を表すことを意図しており、特に工業的に製造さ
れた製品に関しては、当業者により通常考慮される逸脱を含む。
【００５４】
　本発明の一実施態様において、水中油型エマルションＣは、エマルションＣの総量１０
０重量％に基づき０．１～２５重量％の、好ましくは０．１～１０重量％の成分ｃ２）を
含む。
【００５５】
　本発明で使用される全てのエマルションは、毛髪繊維に深く浸透し、毛髪と接触すると
毛髪を有利に修復する水中油型組成物である。このように、本発明の製品は、毛髪の外側
を再構築およびコンディショニングしてより柔らかな感触を生じさせるだけでなく、毛髪
の内側部分を修復することも可能にする。
【００５６】
　また、本発明に使用されるエマルションは、加熱することなく室温で毛髪に浸透させ、
毛髪を修復することができ、これは省エネであり、家庭でのヘアケアを簡便にし、利用可
能とする。
【００５７】
　さらに、これらのエマルションは、長い保持時間を必要としない。これらは数秒～数分
間、例えば約０．５分～約１５分間毛髪につけた後に洗い流すことができ、これにより本
発明の製品および方法は効率的であり、かつ、取扱いが容易となる。
【００５８】
　本発明の製品は、毛髪をシャンプーし、毛髪をきれいにすすいだ後、毛髪に段階的に塗
布される。したがって、本発明で使用されるエマルションが洗浄成分を含有する必要はな
い。
【００５９】
　＜増粘剤＞
　ヘアケア用またはパーソナルケア製品に用いられるために当該分野において公知の任意
の増粘剤を用いることができる。増粘剤は、エマルションＡをヘアクリーム、ヘアマスク
等として使用することができるように、エマルションＡの粘度を高めることができる。
【００６０】
　本発明で必要に応じて用いられる増粘剤は、特に限定されない。増粘剤の非限定的な例
としては、脂肪アルコール、好ましくはＣ１４－２６脂肪アルコール、例えばセテアリル
アルコール；（メタ）アクリル酸および（メタ）アクリレートのホモポリマー、カルボマ
ー、（メタ）アクリレートクロスポリマー、例えばアクリレート／Ｃ１０－３０アルキル
アクリレートクロスコポリマー、アクリル酸ナトリウム／Ｃ１０－３０アルキルアクリレ
ートクロスポリマー、アクリレート／エチルヘキシルアクリレートクロスポリマー；アク
リレート／アンモニウムメタクリレートコポリマー、アクリレート／セテス－２０イタコ
ネートコポリマー、アクリレート／ジメチコンコポリマー、アクリレート／ビニルイソデ
カノエートクロスポリマー、アクリル酸ナトリウムコポリマー、アクリル酸ナトリウム／
アクリロイルジメチルタウリン酸ナトリウムコポリマー、ヒドロキシエチルアクリレート
／アクリロイルジメチルタウリン酸ナトリウムコポリマー、アクリルアミド／アクリル酸
アンモニウムコポリマー、アクリルアミド／アクリロイルジメチルタウリン酸ナトリウム
コポリマー、アクリルアミドプロピルトリモニウムクロリド／アクリレートコポリマー、
アンモニウムアクリロイルジメチルタウレート／ＶＰコポリマー、デンプンおよびそれら
の誘導体、例えば化学的に変性または物理的に変性された分解デンプン、特にデキストリ
ンおよびマルトデキストリン；ゼラチン、例えばアラビアゴム、寒天、ガッティガム、ジ
ェランガム；修飾および非修飾セルロース；プルラン、カードラン、カラギーナン、アル
ギン酸、アルギン酸塩、ペクチン、イヌリン、キサンタンガムおよびこれらの物質の２種
以上の混合物が挙げられる。
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【００６１】
　本発明のエマルションＡにおいて、前記増粘剤は、単独で用いてもよく、２種以上を併
用してもよい。
【００６２】
　増粘剤の量は、エマルションＡの総量１００重量％に基づき、０～２０重量％、好まし
くは０．１～１０重量％、好ましくは１～６重量％の範囲であり得る。
【００６３】
　エマルションＣ中に用いられる例示的な増粘剤の種類、量および要件は、エマルション
Ａにおいて上記で特定されたものと同じである。
【００６４】
　＜エモリエント＞
　ヘアケアまたはパーソナルケア製品に使用するために当該分野で公知の任意のエモリエ
ントをエマルションＡに使用することができる。エモリエントは毛髪を滑らかにし得る。
【００６５】
　本発明で必要に応じて用いることができるエモリエントは、特に限定されない。エモリ
エントの例としては、限定するものではなく、Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸のエステル（例えば、
グリセリンのトリエステルおよびＩＮＣＩ名：Ｃ１０－１８トリグリセリドを有する、直
鎖および分岐鎖Ｃ１０～Ｃ１８脂肪酸の混合物）、脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪
アルコール、シリコーン流体（揮発性および非揮発性）、シリコーンコポリオール、未置
換および置換メチルポリシロキサン（例えば、ジメチコン、セチルジメチコン、ビス－ヒ
ドロキシエトキシプロピルジメチコン）、液体炭化水素（例えば、鉱油）などが挙げられ
る。
【００６６】
　適当なエモリエントの非限定的な例としては、５０～５００センチポアズ（ｃｐｓ）の
範囲の粘度を有する鉱油、ラノリン油、ココナッツ油、カカオ脂、オリーブ油、アーモン
ド油、マカデミアナッツ油、アロエ抽出物、例えばアロエベラリポキノンスクアラン、ヒ
マシ油、ポリブテン、スイートアーモンド油、アボカド油、カロフィラム油、ヒマシ油、
酢酸ビタミンＥ、リノレニックアルコール、オレイルアルコール、穀物の胚芽油、例えば
小麦胚芽油、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、ペンタエリスリチルテトラエチルヘキサノエート、ステアリン酸ヘキサデシル、ス
テアリン酸ブチル、オレイン酸デシル、アセチルグリセリド、Ｃ１２～Ｃ１５アルコール
のオクタノエートおよびベンゾエート、アルコールのオクタノエートおよびデカノエート
およびグリコールおよびグリセリンの多価アルコール、リシノール酸エステル、例えばア
ジピン酸イソプロピル、ラウリン酸へキシルおよびドデカン酸オクチル、マレイン酸ジカ
プリリル、硬化植物油、フェニルトリメチコン、ホホバ油、アロエベラ抽出物が挙げられ
る。
【００６７】
　本発明のエマルションＡにおいて、前記エモリエントは単独で用いてもよく、２種以上
を併用してもよい。
【００６８】
　エモリエントの量は、エマルションＡの総量１００重量％に基づき、０～２０重量％、
好ましくは０．０１～１５重量％、より好ましくは０．１～１０重量％の範囲であり得る
。
【００６９】
　エマルションＣに用いられるエモリエントの例示的な種類、量および要件は、エマルシ
ョンＡにおいて上記で特定されたものと同じである。
【００７０】
　＜防腐剤＞
　ヘアケアまたはパーソナルケア製品に用いるために当該分野で公知の任意の防腐剤をエ
マルションＡに用いることができる。防腐剤はエマルションＡの貯蔵寿命を延ばし得る。
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【００７１】
　本発明で必要に応じて用いられる防腐剤は、特に限定されない。防腐剤の非限定的な例
としては、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール、５－ブロモ－５－ニト
ロ－１，３－ジオキサン、７－チルビシクロオキサゾリジン、アルキル（Ｃ１２－Ｃ２２
）トリモニウムブロミド（すなわち、アルキル（Ｃ１２－Ｃ２２）トリメチルアンモニウ
ムブロミド）およびアルキル（Ｃ１２－Ｃ２２）トリモニウムクロリド、塩化ベンザルコ
ニウム、臭化ベンザルコニウムおよびサッカリン酸塩、ベンジルアルコール、安息香酸、
その塩およびエステル、クロロアセトアミド、クロロブタノール、クロロフェン、クロロ
キシレノール、クロルフェネシン、ｄｍｄｍヒダントイン（すなわちジメチロールジメチ
ル）、ジアゾリジニル尿素、イミダゾリジニル尿素、ジクロロベンジルアルコール、ジメ
チルオキサゾリジン、メチルイソチアゾリノン、フェノキシエタノール、フェノキシイソ
プロパノール、メチルパラベン、プロピルパラベン、サリチル酸およびその塩、４－ヒド
ロキシ安息香酸およびその塩およびエステルが挙げられる。
【００７２】
　本発明のエマルションＡにおいて、上記防腐剤は単独で用いてもよく、２種以上を併用
してもよい。
【００７３】
　防腐剤の量は、エマルションＡの総量１００重量％に基づき０～２０重量％、好ましく
は０．０１～１０重量％、より好ましくは０．１～２重量％の範囲であり得る。
【００７４】
　エマルションＣで用いられる防腐剤の例示的な種類、量および要件は、エマルションＡ
において上記で特定されたものと同じである。
【００７５】
　本発明の一実施態様では、エマルションＣに使用される増粘剤、エモリエントおよび防
腐剤は、互いに独立して、エマルションＡに使用される増粘剤、エモリエントおよび防腐
剤と同一であるか、または異なっている。
【００７６】
　＜ヘアケア製品の任意成分＞
　上記のエマルションＡおよびエマルションＣに加えて、本発明のヘアケア製品は、ヘア
コンディショニング効果を高めるために、使用前にはエマルションＡおよびエマルション
Ｃと分離されている任意の成分をさらに含んでいてもよい。追加の成分は、水中油型エマ
ルション（例えば、以下に示すような「エマルションＩ」）、水溶液、スプレー、ヘアム
ース、ヘアゲル、ヘアワックスなどの形態であってもよい。
【００７７】
　以下に述べるエマルションＩは、本発明で用いられる組成物、適用方法および任意成分
の有利な効果を説明するためだけに機能するものであり、本発明の概念の限定として解釈
することはできない。
【００７８】
　＜エマルションＩ＞
　エマルションＩは、４．０～９．０、好ましくは５．５～７．５のｐＨ値を有し、ｉ１
）少なくとも１種の界面活性剤Ｉ（ここで、界面活性剤Ａ、界面活性剤Ｃおよび界面活性
剤Ｉは互いに同一であっても異なっていてもよい）と、ｉ２）少なくとも１種のシリコー
ンＩ（ここで、アミノ官能化シリコーンＡ、シリコーンＣおよびシリコーンＩは互いに同
一であっても異なっていてもよい）を含み、使用前にはエマルションＡ、エマルションＣ
およびエマルションＩは互いに分離されている。
【００７９】
　好ましくは、エマルションＩは、少なくとも１種の増粘剤および／または少なくとも１
種のエモリエントをさらに含み、より好ましくは、増粘剤およびエモリエントの両方を同
時に含む。
【００８０】
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　エマルションＩは、必要に応じて、上記成分ｉ１、成分ｉ２、増粘剤およびエモリエン
トの他に、種々の添加剤をさらに含んでいてもよい。エマルションＣの残部は、水、特に
鉱水であってよい。
【００８１】
　追加の添加剤の種類および要件は、エマルションＡについて上記で特定されたものと同
一である。
【００８２】
　＜成分ｉ１）：少なくとも１種の界面活性剤Ｉ
　本発明のエマルションＩは、少なくとも１種の界面活性剤Ｉを含んでいてよい。界面活
性剤Ｉは、乳化剤として機能し得る。
【００８３】
　本発明のヘアケア製品の必須成分と化学的および物理的に適合性である限り、ヘアケア
またはパーソナルケア製品に使用するために当該分野で公知の任意のカチオン性、非イオ
ン性および両性界面活性剤を界面活性剤Ｉとして使用することができる。
【００８４】
　本発明の一実施態様において、水中油型エマルションＩは、エマルションＩの総量１０
０重量％に基づき、０．１重量％～７．０重量％未満の、好ましくは０．５重量％～５．
０重量％未満の成分ｉ１を含む。
【００８５】
　＜成分ｉ２）少なくとも１種のシリコーンＩ＞
　本発明のエマルションＩは少なくとも１種のシリコーンＩを含んでいてもよい。シリコ
ーンＩは外層のキューティクルを滑らかにし、毛髪を滑らかで光沢に見せる。
【００８６】
　これを含む場合、エマルションＩに用いられるシリコーンＩの例示的な種類は、エマル
ションＣに用いられるものと同じである。
【００８７】
　本発明の一実施態様において、水中油型エマルションＣは、エマルションＩの総量１０
０重量％に基づき、０．１～２０重量％の、好ましくは０．５～１２．０重量％の成分ｉ
２）を含む。
【００８８】
　＜増粘剤、エモリエントおよび防腐剤＞
　エマルションＩに用いられる増粘剤、エモリエントおよび防腐剤の例示的な種類および
要件は、これらが含まれる場合、エマルションＡに用いられるものと同じである。本発明
の一実施態様において、エマルションＩに用いられる増粘剤、エモリエントおよび防腐剤
は、互いに独立して、エマルションＡおよびエマルションＣにおいて用いられる増粘剤、
エモリエントおよび防腐剤と同一であるか異なっている。
【００８９】
　増粘剤の量は、エマルションＩの総量１００重量％に基づき、０～１０重量％、好まし
くは０．０１～８重量％、より好ましくは０．５～７重量％の範囲であり得る。
【００９０】
　エモリエントの量は、エマルションＩの総量１００重量％に基づき、０～２０重量％、
好ましくは０．０１～１５重量％、より好ましくは１～１０重量％の範囲であり得る。
【００９１】
　防腐剤の量は、エマルションＩの総量１００重量％に基づき、０～２０重量％、好まし
くは０．０１～１０重量％、より好ましくは０．１～２重量％の範囲であり得る。
【００９２】
　＜エマルションＡ、エマルションＣまたはエマルションＩの調製方法＞
　例えば、エマルションＡの調製を行う。エマルションＡの成分を、使用前に一緒に混合
して、均一な水中油型エマルションを形成する。各成分の添加順序は特に限定されるもの
ではない。例えば、増粘剤およびエモリエントなどの油溶性成分を、撹拌および加熱しな
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がら一緒に混合し、油相を形成する。成分ａ１）および水のような水溶性成分を、攪拌お
よび加熱しながら一緒に混合し、水相を形成する。次いで、均質化しながら油相を水相に
添加し、均一なエマルションを形成する。最後に、得られた混合物を冷却し、成分ａ２）
のような揮発性成分を添加し、エマルションＡを形成する。
【００９３】
　エマルションＣおよびエマルションＩの調製に関する例示的な例は、エマルションＡに
ついて示したものと同様である。
【００９４】
　＜ｐＨ調整方法＞
　エマルションＡにおいて、アミノ官能化シリコーンＡは、少なくとも１つのアミノ基を
含有するため、アルカリ性のｐＨを示す。同時に、第４級アンモニウムハライドなどのカ
チオン性界面活性剤Ａは、一般に、弱酸性のｐＨを示す。エマルションＡは全体として、
追加のｐＨ調整剤を用いることなく所望のアルカリ性ｐＨ値を有することができる。もち
ろん、必要に応じて少量のｐＨ調整剤を適宜添加してもよい。
【００９５】
　エマルションＣにおいて、第４級アンモニウムハライドなどのカチオン性界面活性剤Ｃ
は、一般に、弱酸性のｐＨを示し、追加のｐＨ調整剤を用いることなくエマルションＣに
酸性のｐＨ値を付与することができる。もちろん、必要に応じて少量のｐＨ調整剤を適宜
添加してもよい。
【００９６】
　エマルションＩにおいて、一般に中性のｐＨ値を示す非イオン性界面活性剤が界面活性
剤Ｉとして用いられる場合、エマルションＩは全体として中性のｐＨ値を有する。もちろ
ん、必要に応じて少量のｐＨ調整剤を適宜添加してもよい。
【００９７】
　本発明の各エマルションに必要に応じて用いられるｐＨ調整剤は特に限定されるもので
はない。本発明においては、ヘアケア製品またはパーソナルケア製品に一般的に使用され
る任意のｐＨ調整剤を用いることができる。ｐＨ調整剤の非限定的な例としては、クエン
酸、乳酸、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、モノエタノールアミン、トリエタノール
アミン、いくつかのアミノ酸などが挙げられる。
【００９８】
　＜部材キット＞
　本発明の一実施態様において、水中油型エマルションＡ、水中油型エマルションＣおよ
び、場合により水中油型エマルションＩをそれぞれ含むために、部材キットが採用される
。
【００９９】
　好ましくは、部材キットは２つ以上の別個の容器の形態である。本明細書では、前記別
個の容器は集結していてもよく、またはバラバラであってもよい。あるいは、部材キット
は、包装体を２つ以上の別個の容器に分割するための１つ以上のバッフルが挿入された包
装体の形態をとる。
【０１００】
　部材キットの材料は特に限定されるものではなく、例えばプラスチック、ガラス、セラ
ミック、金属および紙などを、好ましくはプラスチックを用いて本発明の部材キットを作
製することができる。部材キットの形状は、ジャー、ボトル、箱および袋など公知である
。
【０１０１】
　各エマルションは、使用時に部材キットから注ぎ出される。
【０１０２】
　＜ヘアケアの方法＞
　本発明によるヘアケア方法は、以下の工程を含む：
　工程ａ）７．０を超え１２．０までの、好ましくは７．５～９．８のｐＨ値を有し、
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　ａ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ａ、
　ａ２）少なくとも１種のアミノ官能化シリコーンＡ
を含む水中油型エマルションＡを毛髪に塗布する工程、
　工程ｂ）毛髪を洗浄する工程、および
　工程ｃ）２．０～７．０未満、好ましくは３．０～５．５のｐＨ値を有し、
　ｃ１）少なくとも１種のカチオン性界面活性剤Ｃ（ここで、界面活性剤Ａおよび界面活
性剤Ｃは互いに同一でも異なっていてもよい）、および
　ｃ２）少なくとも１種のシリコーンＣ（ここで、アミノ官能化シリコーンＡおよびシリ
コーンＣは互いに同一でも異なっていてもよい）
を含む水中油型エマルションＣを毛髪に塗布する工程。
【０１０３】
　好ましくは、工程ａ）と工程ｂ）との間に工程ｉ）：毛髪にさらなる成分を塗布する工
程をさらに含む。
【０１０４】
　好ましくは、工程ｉ）は、４．０～９．０の、好ましくは５．５～７．５のｐＨ値を有
し、
　ｉ１）少なくとも１種の界面活性剤Ｉ（ここで、界面活性剤Ａ、界面活性剤Ｃおよび界
面活性剤Ｉは互いに同一でも異なっていてもよい）、および
　ｉ２）少なくとも１種のシリコーンＩ（ここで、アミノ官能化シリコーンＡ、シリコー
ンＣおよびシリコーンＩは互いに同一であっても異なっていてもよい）
を含む水中油型エマルションＩを、毛髪に塗布することにより行われる。
【０１０５】
　図１は、本発明のヘアケア方法の一実施態様を示す。図１において、シャンプーで毛髪
を洗浄し、タオルで毛髪の水気を取った後、毛髪の端部周辺にエマルションＡを手で塗布
し、０．５～５分間保持する。次いで、毛髪端部から毛髪の中間部までエマルションＩを
手で塗布し、０．５～５分間保持した後、それを水ですすぐ。最後に、エマルションＣを
毛髪端部から毛髪の中間部まで手で塗布し、０．５～５分間保持した後、水ですすぐ。
　本発明のエマルションを毛髪に塗布する方法は特に制限されるものではない。例えば、
各エマルションを、手で、または幅広の櫛若しくは刷毛で、または毛髪コンディショナー
を毛髪に塗布するために一般的に使用される他の方法により、毛髪に直接塗布することが
できる。
【０１０６】
　もちろん、これらのエマルションは、必要に応じて、毛髪に塗布した後に加熱すること
ができる。各エマルションを塗布した後、吸収を促進させるために、必要に応じて毛髪を
マッサージする。毛髪の修復および／または毛髪コンディショナーの吸着の促進に一般的
に使用される他の手段も、実際の要件に従って用いることができる。
【０１０７】
　後述する各工程は、必要に応じて１回以上繰り返してもよい。
【０１０８】
　各エマルションは、毛根から毛髪端部までの毛髪全体に塗布してもよいが、毛包を塞が
ないようにするため、頭皮からエマルションを離しておくことが好ましい。例えば、エマ
ルションＡ、エマルションＩおよびエマルションＣは、毛髪の中間部から毛髪端部まで別
々に塗布される。本明細書において、用語「毛髪の中間部」は、毛根と毛髪端部との間の
任意の領域、好ましくは毛髪の中央部付近を表すことを意図する。
【０１０９】
　工程ａ）は、毛髪をシャンプーで洗浄し、水ですすいだ後に行われる。シャンプーには
特に制限はなく、商業的に入手可能なシャンプーであり、毛髪洗浄機能を有するものであ
ればよい。
【０１１０】
　必要に応じて、工程ｉ）は、工程ａ）と工程ｂ）の間で実施される。
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　すなわち、工程ｉ）は、追加の成分、例えば中性のｐＨ値を有するエマルションを毛髪
に塗布するために、工程ａ）の直後に行われる。
【０１１１】
　工程ｂ）は、毛髪を洗浄するために、好ましくは水で毛髪を洗浄するために、工程ａ）
の後、または、工程ｉ）を含む場合には工程ｉ）の後に行うことができる。好ましくは、
少なくとも部分的に毛髪から水を除去するために、工程ｂ）の直後に、例えばヘアドライ
ヤーを用いることにより、またはタオルなどの特定の吸水性材料を用いることにより、毛
髪から水気をとる。
【０１１２】
　毛髪からエマルションＣを少なくとも部分的に除去するために、好ましくは、工程ｃ）
の後に毛髪を洗浄する。
【０１１３】
　ヘアケア製品の使用量は特に限定されるものではなく、毛髪の質や毛髪の長さに応じて
任意の量を用いることができる。例えば、エマルションＡおよびエマルションＣは、中程
度の長さの毛髪に対して約１５ｇの量で用いてもよく、長い毛髪に対しては約２０～約３
０ｇの量で用いてもよい。エマルションＩは、中程度の長さの毛髪に対して約５ｇの量で
用いてもよく、長い毛髪に対しては約６ｇ～約１０ｇの量で用いてもよい。エマルション
Ａ：エマルションＩ：エマルションＣの好ましい比率は、約３：１：３である。
【実施例】
【０１１４】
　以下、実施例により本発明をより詳細に説明するが、実施例における特定の操作、原料
、量、データおよび他の条件および細目は、本発明を実施するための方法およびその有利
な効果を説明するためだけに機能するものであって、本発明の概念のいかなる限定を表す
ものでもない。
【０１１５】
　原料
【０１１６】
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【０１１７】
　＜エマルションの調製＞
　エマルションＡの調製
　攪拌機ＲＷ　２８　ｂａｓｉｃ（ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、
８０℃まで加熱しながら、ビーカー中で３ｇのペンタエリスリチルテトラエチルヘキサノ
エートと５ｇのセテアリルアルコールを一緒に混合し、油相を形成した。攪拌機ＲＷ　２
８　ｂａｓｉｃ（ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、８０℃まで加熱し
ながら、別のビーカー中で４ｇのステアルトリモニウムブロミド、８０．３ｇの水および
０．２ｇのメチルパラベンを一緒に混合し、水相を形成した。次いで、ホモジナイザーＬ
５Ｔ（ＳＩＬＶＥＲＳＯＮ社製、速度：４５００ｒｐｍ）を用いて５分間均質化しながら
、油相を水相に加え、均質なエマルションを形成した。得られたエマルションを６０℃ま
で冷却した。次いで、２ｇのＸＦ４９－Ｃ１１０９－１８Ｋと５ｇのＸＦ－４２－Ｂ１９
８９を、撹拌しながらエマルションに加えた。得られた混合物を４５℃までさらに冷却し
た。最後に、１５分間撹拌しながら０．５ｇのフェノキシエタノールを混合物に加え、エ
マルションＡを得た。エマルションＡのｐＨ値は９．０であった。
【０１１８】
　エマルションＡの処方は以下の通りであった。
【０１１９】
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【表２】

【０１２０】
　エマルションＣの調製
　撹拌機ＲＷ　２８　ｂａｓｉｃ（ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、
８０℃まで加熱しながら、ビーカー中で３ｇのペンタエリスリチルテトラエチルヘキサノ
エートおよび５ｇのセテアリルアルコールを一緒に混合し、油相を形成した。攪拌機ＲＷ
　２８　ｂａｓｉｃ（ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、８０℃まで加
熱しながら、別のビーカー中で１ｇのベヘントリモニウムクロリド、２ｇのステアルトリ
モニウムクロリド、１ｇのＤｅｈｙｑｕａｒｔ　Ａ　ＣＡ、０．２ｇのメチルパラベン、
および７８．３ｇの水を一緒に混合し、水相を形成した。次いで、ホモジナイザーＬ５Ｔ
（ＳＩＬＶＥＲＳＯＮ社製、速度：４５００ｒｐｍ）を用いて５分間均質化しながら、油
相を水相に加え、均質なエマルションを形成した。得られたエマルションを６０℃まで冷
却した。次いで、２ｇのポリジメチルシロキサン６００００、４ｇのＫＦ－９００８、１
ｇのＤＣ１５０１および２ｇのシクロメチコンを、攪拌しながらエマルションに添加した
。得られた混合物を４５℃までさらに冷却した。最後に、１５分間撹拌しながら０．５ｇ
のフェノキシエタノールを混合物に加え、エマルションＣを得た。エマルションＣのｐＨ
値は４．２であった。
【０１２１】
　エマルションＣの処方は以下の通りであった。
【０１２２】

【表３】

【０１２３】
　エマルションＩの調製
　撹拌機ＲＷ　２８　ｂａｓｉｃ（ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、
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８０℃まで加熱しながら、ビーカー中で５ｇのペンタエリスリチルテトラエチルヘキサノ
エート、２．５ｇのセテアリルアルコール、０．８ｇのセテアレス－２０および０．２ｇ
のプロピルパラベンを一緒に混合し、油相を形成した。攪拌機ＲＷ　２８　ｂａｓｉｃ（
ＩＫＡ社製、速度：３００ｒｐｍ）を用いて撹拌し、８０℃まで加熱しながら、別のビー
カー中で８３．３ｇの水および０．２ｇのメチルパラベンを一緒に混合し、水相を形成し
た。次いで、ホモジナイザーＬ５Ｔ（ＳＩＬＶＥＲＳＯＮ社製、速度：４５００ｒｐｍ）
を用いて５分間均質化しながら、油相を水相に加え、均質なエマルションを形成した。得
られたエマルションを６０℃まで冷却した。次いで、４ｇのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　１
５０３液体、３ｇのポリジメチルシロキサン６００００および０．５ｇのＳｉｍｕｌｇｅ
ｌ　ＥＧを、攪拌しながらエマルションに添加した。得られた混合物を４５℃までさらに
冷却した。最後に、１５分間撹拌しながら０．５ｇのフェノキシエタノールを混合物に加
え、エマルションＩを得た。エマルションＩのｐＨ値は６．７であった。
【０１２４】
　エマルションＩの処方は以下の通りであった。
【０１２５】
【表４】

【０１２６】
　＜試験方法＞
　中程度の長さの毛髪を有する中国人女性８人がボランティアとして試験に参加した。８
人のボランティアの毛髪をシャンプーし、水で洗い流し、タオルで乾かした。次いで、本
発明のヘアケア製品をボランティアの毛髪の左側に塗布し、市販のヘアケア製品（名称：
１段階トリートメントＳａｌｏｎ　ｏｎｌｙ　ＴＬ（以下、「ＴＬ」と略す）、ブランド
：　Ｓｃｈｗａｒｚｋｏｐｆ　ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ、製造者：Ｈｅｎｋｅｌ　Ｊａ
ｐａｎ）を毛髪の右側に塗布した（ハーフヘッド試験としても公知）。
【０１２７】
　ＴＬの処方は以下の通りであった：
【０１２８】



(19) JP 2017-519005 A 2017.7.13

10

20

30

40

【表５】

【０１２９】
　実施例１および比較例１
　上記で得られたエマルションＡを７．５ｇ毛髪の左側に塗布し、０．５分間保持し、水
ですすいだ。次いで、上記で得られたエマルションＣを７．５ｇ毛髪の左側に塗布し、０
．５分間保持し、再び水ですすいだ。
　７．５ｇのＴＬを８人のボランティアの毛髪の右側に塗布し、０．５分間保持し、その
後水ですすいだ。
【０１３０】
　実施例２および比較例２
　上記で得られたエマルションＡを７．５ｇ毛髪の左側に塗布し、０．５分間保持した後
、２．５ｇのエマルションＩを毛髪の左側に塗布し、０．５分間保持し、水ですすいだ。
最後に、上記で得られたエマルションＣを７．５ｇ毛髪の左側に塗布し、０．５分間保持
し、再び水ですすいだ。
　７．５ｇのＴＬを８人のボランティアの毛髪の右側に塗布し、０．５分間保持した後、
水ですすいだ。
【０１３１】
　＜試験結果＞
　ヘンケルサロンチームの熟練美容師のチームが、ヘアケアの結果を評価し、１～５の基
準で全てのボランティアを採点した。美容師チームにより付けられた８人のボランティア
の得点を平均し、下記表に記録した。
　５：良い、
　４：やや良い、
　３：やや悪い、
　２：悪い、および
　１：非常に悪い。
【０１３２】

【表６】

【０１３３】
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【表７】

【０１３４】
　１段階で適用される市販品と比較した場合に、２段階または３段階で適用される本発明
の製品は、高度に損傷した毛髪に優れたヘアケア効果を示し、乾燥毛に対して、帯電性防
止制御、柔軟性、滑らかさ、潤いなどの所望の特性を付与することが、表１および表２か
ら明らかにわかる。

【図１】



(21) JP 2017-519005 A 2017.7.13

10

20

30

40

【国際調査報告】
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